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1．16年9月中間期の連結業績 (平成16年4月1日～平成16年9月30日)

（1）連結経営成績

（ ） （ ） （ ）
（ ） （ ） （ ）

百万円 ％ 円 銭 円 銭
（ ）
（ ）

（注）① 持分法投資損益   該当事項はありません。
② 期中平均株式数（連結） 16年9月中間期 8,037,143株 15年9月中間期 8,038,937株 16年3月期  8,038,373株
③ 会計処理の方法の変更   無
④ 売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

（2）連結財政状態

（注）期末発行済株式数（連結） 16年9月中間期 8,037,010株 15年9月中間期 8,038,010株 16年3月期 8,037,410株

（3）連結ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰの状況

（4）連結範囲及び持分法の適用に関する事項
6社 持分法適用非連結子会社数 無 持分法適用関連会社数 無

（5）連結範囲及び持分法の適用の異動状況
連結 (新規) 無 (除外) 1社 持分法 無 無

2．17年3月期の連結業績予想 (平成16年 4月 1日～平成17年 3月31日)

百万円 百万円 百万円

(参考) 1株当たり予想当期純利益(通期)

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々
    な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は添付資料4ページをご参
照下さい。
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16 年 3 月 期

809
726

△ 26 △ 51916 年 9 月 中 間 期
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△ 14.0
185
266
305

-1-



当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社6社で構成され、ドレスシャツ及びカジュアルの製造
販売を主な内容とし、更に不動産賃貸業を営んでおります。なお、前連結会計年度まで連結子会社に含めておりま
した東大阪ロジテック株式会社については当中間連結会計期間に清算結了しております。

連結子会社

株式会社ｼﾞｮｲﾓﾝﾄ
株式会社ｼﾞｰｱﾝﾄﾞ・ﾋﾞｰ
山喜ﾛｼﾞﾃｯｸ株式会社
香港山喜有限公司
上海山喜服装有限公司
ﾀｲﾔﾏｷｶﾝﾊﾟﾆｰﾘﾐﾃｯﾄﾞ

不動産賃貸

国  内

山喜ﾛｼﾞﾃｯｸ㈱

海  外業務委託
物流会社

販 売
不動産賃貸

製造会社

ﾀｲﾔﾏｷｶﾝﾊﾟﾆｰﾘﾐﾃｯﾄﾞ

山喜㈱

海   外   顧   客国   内   顧   客

投資会社販  売
香 港 山 喜 有 限 公 司

㈱ｼﾞｰｱﾝﾄﾞ･ﾋﾞｰ

販 売
販  売 販  売

1．企 業 集 団 の 状 況

製造・販売会社

販 売不動産賃貸

上海山喜服装有限公司販 売

製造・販売会社

販 売

不動産賃貸

㈱ｼﾞｮｲﾓﾝﾄ
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（１）経営の基本方針
   当社グループは、創業以来「最大の企業たらんより最良の企業たれ」を社是とし、豊かな感性と大胆
な発想によって時代の変化に対応した様々なシャツ・ファッションを提案し、生活文化の向上に寄与す
ることを基本理念としております。
   また、「株主・顧客・社員・取引先から信頼される企業」を行動指針とし、収益の向上とともに共存共栄
を図ってまいります。
（２）利益配分に関する基本方針
   当社グループは、株主に対する利益還元を経営の重要政策として位置づけており、今後とも効率的
な業務運営による収益力の向上、財務体質の強化を図り、長期的な経営基盤の安定に努めるとともに
業績を勘案しながら利益還元をめざしていく方針であります。
（３）中長期的なグループ経営戦略と課題
  当社グループは、高収益体質の実現に向けて中期経営計画を策定しており、株主資本の効率化
を追求した経営を重視し、株主資本利益率５％以上を目標としております。
  このため、更なる企業競争力、企業体質の強化を図るべく下記の項目を重点に経営を推進してま
いります。
① 商品企画力強化とブランド開発による売上拡大
② 海外生産体制の効率化によるコストダウン
③ 物流体制の効率化による経費削減
④ 在庫の圧縮による財務体質の強化
⑤ 人事制度の見直しによる組織の活性化

（４）コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及びその施策の実施状況
コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
  当社グループは、堅実経営体質の実現に向けて中期経営計画を策定しており、取締役会及び内
部監査制度の充実を図り、透明性の高い経営を進めてまいります。
コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況
  取締役会は迅速に判断できるように少人数で運営しております。
毎月1回中旬に開催することを原則とし重要事項は全て付議され、業績の進捗についても議論し対
策等を検討しております。
  当社は監査役制度を採用しており、社外監査役は２名であり非常勤であります。
常時２名の常勤監査役が執務しており、取締役会に出席し取締役の職務執行を充分に監査できる体
制となっております。
  また、内部監査室が設置されており、随時必要な内部監査を実施しており、会計監査人であるあず
さ監査法人からは、通常の会計監査の他にコーポレート・ガバナンス体制の充実等についても、適宜
アドバイスを受けております。
  これらにより、充分なコーポレート・ガバナンスが確保されていると認識しております。

（１） 経営成績
当中間期の概況
  当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や民間設備投資が堅調に推移するなど
一部に景気回復の兆しがみられたものの、依然として雇用環境や社会保険料の負担増など先行きに対す
る不安などにより、本格的な景気回復には至らない状況で推移しました。
　シャツ業界におきましては、平成１６年４月１日から義務付けられた消費税総額表示が消費者に与えた心
理的な影響や、春季の天候不順で苦戦しましたが、夏季が猛暑で夏物が好調な売れ行きを示しました。
　このような状況のもと当社グループは、ドレスシャツ部門については夏物及び百貨店向けの「LANVIN」が
順調に売上を拡大し、売上高は前期対比１億４５百万円増の５５億２５百万円となりました。
　カジュアル部門では、「KANSAI JEANS」のトータル企画、「BARACUTA」の得意先拡大により、売上高は
前期対比４億２２百万円増の２３億９７百万円となりました。
　レディースシャツ部門では、目立ったトレンドもなく、低迷が続いておりますが前中間連結会計期間が大幅
な売上減少であったため、当中間連結会計期間の売上高は前期対比６１百万円増の２億６４百万円となり
ました。
　生産部門につきましては、低価格化や国内生産の受注が減少したことで、国内工場は低迷しております。
一方、海外直営工場のタイ、中国は受注・生産とも順調に推移しております。
　この結果、当中間連結会計期間における売上高は、前年同期比６億２９百万円（8.3％）増の８２億４百万
円となりました。損益面では、経常利益は前年同期比７６百万円（37.2％）減の１億２９百万円となりましたが
、投資有価証券売却益８６百万円を計上しましたので、中間純利益は前年同期比９７百万円（226.6％）増
の１億４０百万円となりました。
   なお、上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2. 経 営 方 針

3．経 営 成 績 及 び 財 政 状 態
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（２） 通期の見通し
　通期の見通しにつきましては、国内景気は一部に回復の兆しがみえますが、本格的な景気回復には至ら
ない状況が続くものと思われます。
　このような状況下でありますが、ドレスシャツ・カジュアルともにオリジナル商品の開発、拡販を一層進めると
ともに、ドレスシャツについてはブランド商品や高機能の差別化商品を開発し、カジュアルは、トータル企画
をなお一層進めることにより消費者ニーズに合った商品供給を行ってまいります。
　また、海外の生産拠点を拡充し販売力を強化して低価格対応を強化するとともに、在庫の削減、物流の合
理化、経費の削減をしてまいります。
　通期の業績予想は、売上高１５０億円、経常利益２億３５百万円、当期純利益１億３０百万円の見込みです。

（３）財政状態
　当中間連結会計期間の財政状態は、総資産は１５４億７９百万円で前連結会計年度末比３億３４百万円
の減少となり、株主資本は６６億７９百万円で前連結会計年度末比７０百万円の増加となりました。
　当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローの収入がありました
が、借入金の返済等財務活動及び投資活動によるキャッシュ・フローの支出があり、現金及び現金同等物
は、前連結会計年度末比４２百万円減少し３億３７百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益１億５７百万円、たな卸資産の減少４億１４
百万円、仕入債務の増加１億２７百万円等があり、また、売上債権の増加３億１４百万円等の結果、５億１５百
万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得１億５４百万円、投資有価証券の売却収入１億
２８百万円等で２６百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の純減少額１０億７百万円、社債の発行による収入５億円、配
当金の支払額１２百万円等で５億１９百万円の支出となりました。

なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。

平成14年9月期 平成15年3月期 平成15年9月期 平成16年3月期 平成16年9月期

37.2% 38.4% 42.3% 41.8% 43.2%

4.0年 7.0年 3.2年 7.3年 4.7年

12.2 6.6 12.0 5.6 8.8

（注） 自己資本比率 … 自己資本÷総資産
時価ベースの自己資本比率 … 株式時価総額÷総資産
債務償還年数 … 有利子負債÷営業キャッシュ・フロー
インタレスト・カバレッジ・レシオ … 営業キャッシュ・フロー÷利払い
１．各指標はいずれも連結ﾍﾞｰｽの財務数値より算出しております。
２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。
３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用
しております。有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての
負債を対象 としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額
を使用しております。
４．債務償還年数の中間期での計算は、営業キャッシュ・フローを年額に換算するため２倍しておりま
す。

6.2% 9.9% 9.9%

債 務償還年数

ｲﾝﾀﾚｽﾄ・ｶﾊﾞﾚｯ
ｼﾞ・ﾚｼｵ

自己資本比率 5.2%6.6%

自 己資本比率

時 価 ﾍ ﾞ ｰ ｽ の
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金額 構成比
％

流 動 資 産 9,945,223 62.9
880,008
3,131,725
5,592,432
373,888
△ 32,830

固 定 資 産 5,865,088 37.1
有 形 固 定 資 産 4,921,886 31.1

2,337,859
200,101
2,272,487
111,438

無 形 固 定 資 産 407,303 2.6
361,691
45,612

投資その他の資産 535,898 3.4
358,626
1,242
178,005
△ 1,976

繰 延 資 産 3,601 0.0

15,813,913 100.0

(注)
1．有形固定資産減価償却累計額 千円 千円 4,037,840 千円
2．受取手形割引高 千円 千円 445,012 千円
3．保証債務 千円 千円 4,576 千円

15,619,574

(平成16年9月30日現在)

％
63.4

金     額 構成比

9,808,126
837,421

4,920,536
2,355,552

3,438,829
5,169,684
380,812

2,260,421
103,391

201,171

36.6
31.8

△ 18,620

5,668,380

232,367
-

401,371
361,686

2.6

金     額

5,006,652
2,437,829
200,370

5,864,327

3,373,973
927,028
9,750,111

％
62.4

1,587
186,933

37.6
32.1

2,277,011
91,439

2.8

2.7

△ 189

414,958
362,655
52,302

442,716
254,384

0.05,135

(資産の部)

5,135,365

構成比

100.0

建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具

借 地 権

4,095,480

100.0

0.0

資産合計

そ の 他
貸 倒 引 当 金

2,628

15,479,135

そ の 他

116,827
△ 2,722

346,472

39,685

科目

投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金

土 地
そ の 他

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
た な 卸 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金 △ 29,772

343,516

4－1．比較中間連結貸借対照表

前連結会計年度末
（平成16年3月31日現在）

期別 前中間連結会計期間末
(平成15年9月30日現在）

当中間連結会計期間末
（単位：千円  千円未満切捨）

3,520
391,259

当中間連結会計期間末

2.2

前連結会計年度末

3,958,259
385,849
5,632

前中間連結会計期間末
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金     額 構成比 金     額 構成比 金     額 構成比
％ ％ ％

流 動 負 債 6,989,232 45.1 8,041,031 51.5 8,228,044 52.0
2,913,982 2,760,208 2,805,018
3,504,637 4,729,377 4,891,823
37,242 10,150 15,404
75,000 60,000 67,000
46,000 45,000 45,000
412,370 436,296 403,797

固 定 負 債 1,796,584 11.6 952,324 6.1 958,412 6.1
500,000 - -
794,500 450,500 417,500
44,201 35,967 78,371
295,203 293,803 295,203
158,629 168,002 163,287
4,050 4,050 4,050

8,785,817 56.7 8,993,355 57.6 9,186,456 58.1

少 数 株 主 持 分 13,834 0.1 21,034 0.1 18,291 0.1

資 本 金 2,940,997 19.0 2,940,997 18.8 2,940,997 18.6
資 本 剰 余 金 2,946,470 19.0 2,946,470 18.9 2,946,470 18.7
利 益 剰 余 金 304,476 2.0 206,966 1.3 176,284 1.1
土 地 再 評 価 差 額 金 430,500 2.8 431,900 2.8 430,500 2.7
その他有価証券評価差額金 64,180 0.4 52,606 0.3 114,318 0.7
為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 5,971 △ 0.0 27,253 0.2 1,692 0.0
自 己 株 式 △ 1,170 △ 0.0 △ 1,010 △ 0.0 △ 1,096 △ 0.0

6,679,483 43.2 6,605,184 42.3 6,609,166 41.8

15,479,135 100.0 15,619,574 100.0 15,813,913 100.0

社 債

前連結会計年度末
(平成16年3月31日現在）(平成16年9月30日現在) (平成15年9月30日現在）

当中間連結会計期間末 前中間連結会計期間末

繰 延 税 金 負 債

退 職 給 付 引 当 金

期別

科目

(負債の部)

支 払 手 形 及 び 買 掛 金
短 期 借 入 金
未 払 法 人 税 等
賞 与 引 当 金
返 品 調 整 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

（単位：千円  千円未満切捨）

負債、少数株主持分及び資本合計

負債合計

(少数株主持分)

(資本の部)

資本合計

そ の 他

長 期 借 入 金

そ の 他
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期別

科目 金     額 百分比 金     額 百分比 金     額 百分比
％ ％ ％

8,204,439 100.0 7,574,620 100.0 14,338,291 100.0

5,708,773 69.6 5,111,102 67.5 9,731,353 67.9
1,000 0.0 - - - -

売 上 総 利 益 2,494,665 30.4 2,463,518 32.5 4,606,938 32.1

2,309,367 28.1 2,197,175 29.0 4,301,156 30.0

営 業 利 益 185,298 2.3 266,343 3.5 305,781 2.1

営業外収益 44,446 0.5 50,124 0.7 94,195 0.7
5,046 5,097 7,902
27,225 27,068 56,676
12,174 17,959 29,616

営業外費用 100,259 1.2 110,150 1.5 186,196 1.3
61,930 74,624 138,413
38,329 35,526 47,783

経 常 利 益 129,484 1.6 206,316 2.7 213,781 1.5

特別利益 100,447 1.2 6,421 0.1 3,951 0.0
86,237 - 144
14,210 6,233 3,175
- 120 563
- 68 68

特別損失 72,805 0.9 31,776 0.4 51,941 0.3
52,500 - -
11,657 11,657 23,315
8,338 2,082 10,590
165 - -
143 62 62
- 17,973 17,973

税 金 等 調 整 前 中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 157,126 1.9 180,961 2.4 165,790 1.2

法人税、住民税及び事業税 21,761 0.3 10,231 0.1 22,869 0.2
法 人 税 等 調 整 額 - - 119,665 1.6 119,665 0.8

少 数 株 主 利 益 △ 4,882 △ 0.1 8,129 0.1 11,002 0.1
（ 又 は 少 数 株 主 損 失 ）
中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 140,247 1.7 42,935 0.6 12,253 0.1

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

前中間連結会計期間
自 平成16年 4月 1日

売 上 高

売 上 原 価
返 品 調 整 引 当 金 繰 入

関 係 会 社 清 算 費 用

転 換 社 債 買 入 消 却 益

投 資 有 価 証 券 評 価 損

受 取 利 息 及 び 配 当 金

投 資 有 価 証 券 売 却 損

仕 入 割 引
そ の 他

そ の 他

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

支 払 利 息

4－2．比較中間連結損益計算書

前連結会計年度
自 平成15年 4月 1日
至 平成16年 3月31日至 平成16年 9月30日

（単位：千円  千円未満切捨）

至 平成15年 9月30日

当中間連結会計期間
自 平成15年 4月 1日

固 定 資 産 除 売 却 損

固 定 資 産 売 却 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益

会 員 権 評 価 損
退職給付会計基準変更時差異償却
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(単位：千円 千円未満切捨)
当中間連結会計期間 前中間連結会計期間 前連結会計年度
自 平成16年 4月 1日 自 平成15年 4月 1日 自 平成15年 4月 1日
至 平成16年9月30日 至 平成15年9月30日 至 平成16年 3月31日
金      額 金      額 金      額

（資本剰余金の部）

Ⅰ． 資 本 剰 余 金 期 首 残 高 2,946,470 2,946,470 2,946,470

Ⅱ． 資本剰余金中間期末（期末）残高 2,946,470 2,946,470 2,946,470

（利益剰余金の部）

Ⅰ． 利 益 剰 余 金 期 首 残 高 176,284 340,430 340,430

Ⅱ． 利 益 剰 余 金 増 加 高 140,247 42,935 12,253

140,247 42,935 12,253

Ⅲ． 利 益 剰 余 金 減 少 高 12,056 176,400 176,400

12,056 - -

- 176,400 176,400

Ⅳ． 利益剰余金中間期末（期末）残高 304,476 206,966 176,284

土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益

4－3．比較中間連結剰余金計算書

期別

科目

配 当 金
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(単位：千円 千円未満切捨)
期別 当中間連結会計期間 前中間連結会計期間 前連結会計年度
自 平成16年 4月 1日 自 平成15年 4月 1日 自 平成15年 4月 1日
至 平成16年9月30日 至 平成15年9月30日 至 平成16年3月31日

項目 金       額 金       額 金       額
Ⅰ． 営業活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ
税 金 等 調 整 前 中 間 （ 当 期 ） 純 利 益 157,126 180,961 165,790
減 価 償 却 費 133,429 133,308 269,898
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △ 5,046 △ 5,097 △ 7,902
支 払 利 息 61,930 74,624 138,413
固 定 資 産 除 売 却 損 益 8,338 1,961 10,026
投 資 有 価 証 券 評 価 損 165 - -
投 資 有 価 証 券 売 却 損 益 △ 86,094 62 △ 82
会 員 権 評 価 損 52,500 - -
転 換 社 債 買 入 消 却 益 - △ 68 △ 68
売 上 債 権 の 増 加 額 △ 314,140 △ 302,888 △ 71,943
た な 卸 資 産 の 増 減 額 414,440 333,886 △ 133,093
仕 入 債 務 の 増 加 額 127,758 448,603 521,978
そ の 他 28,375 14,245 △ 29,568
小 計 578,784 879,600 863,447
利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 5,131 5,312 8,032
利 息 の 支 払 額 △ 58,352 △ 67,196 △ 129,541
法 人 税 等 の 支 払 額 △ 9,807 △ 8,522 △ 15,906

営業活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ 515,755 809,193 726,032
Ⅱ． 投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ
定 期 預 金 の 払 戻 し に よ る 収 入 - 665,424 665,424
有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ 154,249 △ 42,654 △ 124,150
有 形 固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入 - 79,963 82,020
無 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ 756 △ 3,682 △ 5,487
投 資 有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入 128,414 2,150 2,765
そ の 他 572 9,907 9,071

投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ △ 26,019 711,108 629,642
Ⅲ． 財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ
短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 △ 1,504,443 △ 79,829 166,805
長 期 借 入 れ に よ る 収 入 550,000 500,000 500,000
長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △ 53,000 △ 1,074,812 △ 1,189,737
社 債 の 発 行 に よ る 収 入 500,000 - -
転 換 社 債 の 買 入 消 却 に よ る 支 出 - △ 9,955 △ 9,955
転 換 社 債 の 償 還 に よ る 支 出 - △ 1,381,000 △ 1,381,000
自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △ 73 △ 182 △ 269
配 当 金 の 支 払 額 △ 12,057 △ 8 △ 8

財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ △ 519,574 △ 2,045,788 △ 1,914,165
Ⅳ． 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 12,885 4,082 △ 9,935
Ⅴ． 現金及び現金同等物の減少額 △ 42,723 △ 521,405 △ 568,425
Ⅵ． 現金及び現金同等物の期首残高 379,985 948,411 948,411
Ⅶ． 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 337,262 427,005 379,985

（注）   現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
（平成16年9月30日現在） （平成15年9月30日現在） （平成16年3月31日現在）

現金及び預金勘定 837,421 927,028 880,008
預入期間が3ヶ月を越える定期預金 △ 500,158 △ 500,022 △ 500,022
現金及び現金同等物 337,262 427,005 379,985

4－4．中間連結キャッシュ・フロー計算書
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1．連結の範囲に関する事項

連結子会社は、株式会社ｼﾞｮｲﾓﾝﾄ、株式会社ｼﾞｰｱﾝﾄﾞ・ﾋﾞｰ、山喜ﾛｼﾞﾃｯｸ株式会社、香港山喜有限公司、上

海山喜服装有限公司及びﾀｲﾔﾏｷｶﾝﾊﾟﾆｰﾘﾐﾃｯﾄﾞの6社であります。

なお、前連結会計年度まで連結子会社に含めておりました東大阪ロジテック株式会社については当中間連結

会計期間に清算結了しております。

2．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

3．連結子会社の中間決算日等に関する事項

連結子会社のうち香港山喜有限公司及び上海山喜服装有限公司の中間決算日は6月30日であります。

中間連結財務諸表の作成に当っては、中間決算日現在の中間財務諸表を使用しております。

また、ﾀｲﾔﾏｷｶﾝﾊﾟﾆｰﾘﾐﾃｯﾄﾞの決算日は8月31日であります。中間連結財務諸表の作成に当っては、3月1日

  より始まる下半期の財務諸表を基礎としております。なお、中間連結決算日との間に発生した重要な取引に

ついては、連結上必要な調整を行っております。

4．会計処理基準に関する事項

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

   時価のあるもの … 中間決算末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部資本直入法により

   処理し、売却原価は移動平均法により算定）

   時価のないもの … 移動平均法による原価法

② デリバティブ取引

時価法

③ たな卸資産

主として総平均法による低価法

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産　…　主として定率法。なお、耐用年数及び残存価額については、主として法人税法に規

 定する方法と同一の基準によっております。

② 無形固定資産　…　自社利用のｿﾌﾄｳｪｱについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法

③ 繰延資産

  開業費 … 開業準備のために支出した開業費は、繰延資産として計上し、開業後、５年間の均等償却

　社債発行費　…　支払時に全額を費用処理しております。なお、社債発行費は連結損益計算書上、営

　　　　　　　　　　　　業外費用の「その他」に含めて表示しております。

（3）重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、賞与支給見込額のうち当中間連結会計期間負担額を計上しており

ます。

③ 返品調整引当金

親会社は中間連結会計期間末日後の返品損失に備えて、過年度の返品実績率に基づき、返品損失の

見込額を計上しております。

④ 退職給付引当金

親会社及び国内連結子会社は従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認められる額を

計上しております。

なお、会計基準変更時差異については、５年による按分額を費用処理しております。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（5年）による定額

法により、発生年度の翌連結会計年度から費用処理しております。

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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（4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、中間連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処

理しております。

なお、在外子会社の資産・負債及び収益・費用は、在外子会社の中間決算日の直物為替相場により円貨に

換算し、換算差額は少数株主持分及び資本の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

（5）ﾍｯｼﾞ会計の方法

①ﾍｯｼﾞ会計の方法

繰延ﾍｯｼﾞ処理によっております。

②ﾍｯｼﾞ手段とﾍｯｼﾞ対象

ﾍｯｼﾞ手段為替予約

ﾍｯｼﾞ対象外貨建予定取引

③ﾍｯｼﾞ方針

主に商品の輸入取引に係る為替の変動ﾘｽｸをﾍｯｼﾞする目的で為替予約取引を利用することとしており、1

年を超える長期契約は行わない方針であります。

④ﾍｯｼﾞの有効性評価の方法

ﾍｯｼﾞ手段の想定元本とﾍｯｼﾞ対象に関する重要な条件が同一であり、かつﾍｯｼﾞ開始時及びその後も継続

して為替変動が相殺されていることを確認することにより、有効性の評価を行っております。

⑤その他

為替予約取引の契約は企画業務部の依頼に基づき、財経部が取引の実行及び管理を行っております。

（6）その他中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の処理方法

税抜方式によっております。

5．中間連結ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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１．事業の種類別セグメント情報

当中間連結会計期間（自 平成16年4月1日 至 平成16年9月30日）

 ｼｬﾂ製造販売
事業

不動産賃貸
事業 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 8,186,984 17,454 8,204,439 - 8,204,439

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 - 109,240 109,240 (109,240) -

計 8,186,984 126,694 8,313,679 (109,240) 8,204,439

営業費用 8,079,973 48,407 8,128,381 (109,240) 8,019,141

営業利益 107,010 78,287 185,298 - 185,298

前中間連結会計期間（自 平成15年4月1日 至 平成15年9月30日）

 ｼｬﾂ製造販売
事業

不動産賃貸
事業 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 7,557,162 17,458 7,574,620 - 7,574,620

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 - 106,680 106,680 (106,680) -

計 7,557,162 124,138 7,681,300 (106,680) 7,574,620

営業費用 7,364,415 50,542 7,414,957 (106,680) 7,308,277

営業利益 192,746 73,596 266,343 - 266,343

前連結会計年度（自 平成15年4月1日 至 平成16年3月31日）

 ｼｬﾂ製造販売
事業

不動産賃貸
事業 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 14,303,713 34,577 14,338,291 - 14,338,291

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 - 213,360 213,360 (213,360) -

計 14,303,713 247,937 14,551,651 (213,360) 14,338,291

営業費用 14,160,853 85,015 14,245,869 (213,360) 14,032,509

営業利益 142,860 162,921 305,781 - 305,781

（注）１．事業区分の方法

           事業区分は事業内容を勘案して区分したものであります。

       ２．各区分に属する主要な事業の内容

            シャツ製造販売事業 … ドレスシャツ、カジュアル及びレディースシャツの製造販売に関する事業

            不動産賃貸事業 … 不動産の賃貸に関する事業

（単位：千円 千円未満切捨）

5. セ グ メ ン ト 情 報

（単位：千円 千円未満切捨）

（単位：千円 千円未満切捨）
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2．所在地別セグメント情報

当中間連結会計期間（自　平成16年4月1日　至 平成16年9月30日）

日本 アジア 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 8,027,638 176,800 8,204,439 - 8,204,439

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高

又は振替高 - 1,074,307 1,074,307 (1,074,307) -

計 8,027,638 1,251,108 9,278,746 (1,074,307) 8,204,439

営業費用 7,876,527 1,213,800 9,090,328 (1,071,187) 8,019,141

営業利益 151,110 37,307 188,418 (3,120) 185,298

前中間連結会計期間（自　平成15年4月1日　至 平成15年9月30日）

日本 アジア 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 7,245,927 328,693 7,574,620 - 7,574,620

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高

又は振替高 - 1,085,623 1,085,623 (1,085,623) -

計 7,245,927 1,414,316 8,660,244 (1,085,623) 7,574,620

営業費用 7,031,501 1,380,382 8,411,884 (1,103,606) 7,308,277

営業利益 214,425 33,934 248,360 17,983 266,343

前連結会計年度（自　平成15年4月1日　至　平成16年3月31日）

日本 アジア 計 消去又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 13,832,075 506,215 14,338,291 - 14,338,291

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高

又は振替高 - 2,295,033 2,295,033 (2,295,033) -

計 13,832,075 2,801,249 16,633,324 (2,295,033) 14,338,291

営業費用 13,589,480 2,731,215 16,320,696 (2,288,187) 14,032,509

営業利益 242,594 70,033 312,627 (6,846) 305,781

（注）国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域
  (1)国又は地域の区分の方法 ・・・　地理的近接度による
  (2)日本以外の区分に属する主な国又は地域　・・・ アジア：タイ、中国

3．海外売上高

  当中間連結会計期間、前中間連結会計期間及び前連結会計年度において、海外売上高が連結売上高の
10％未満のため、記載を省略しております。

該当事項はありません。

6. リ ー ス 取 引

（単位：千円 千円未満切捨）

（単位：千円 千円未満切捨）

（単位：千円 千円未満切捨）
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（１）時価のある有価証券

（注）その他有価証券で時価のある株式について減損処理（当中間連結会計期間　-　千円、前中間連結会計期間　-　千円
　、前連結会計年度　-　千円）を行っております。
    なお、当該株式の減損にあたっては、時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合にはすべて減損処理を行い、
  30～50％程度下落した場合には、当該株式の重要性、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処
  理を行っております。

（２）時価評価されていない有価証券

計

ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は除いているため、記載する事項はありません。

（１）生産の状況

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（２）受注の状況

原則として、受注生産は行っておりません。

（３）販売の状況

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

前連結会計年度

3,973 27.7

14,338 100.0

316 2.2
34 0.2

金額 構成比

10,013 69.9

構成比

5,525 67.4

8,204 100.0

100.0

6,976
2,554
305

9,837

その他有価証券

非上場株式

区分
当中間連結会計期間末

（平成16年9月30日現在）
中 間 連 結 貸 借

対 照 表 計 上 額

452

構成比

2,397 29.2

当中間連結会計期間

金額 構成比

5,272 100.0

当中間連結会計期間

金額

カ ジ ュ ア ル 1,974 26.1

0.2
202 2.7

合  計 7,574 100.0

レ デ ィ ー ス シ ャ ツ
賃 貸 料 収 入

264 3.2
17 17 0.2

ド レ ス シ ャ ツ 5,379 71.0

3,354
1,279
174

4,808

区分
前中間連結会計期間

金額

63.5

100.0

1,713 32.5
212 4.0

69.8
26.6
3.6

3,346

合  計

区分

ド レ ス シ ャ ツ
カ ジ ュ ア ル
レ デ ィ ー ス シ ャ ツ

中間連結貸借

（平成16年9月30日現在）

取得原価

618

対 照 表 計 上 額

618

618

中 間 連 結 貸 借

対 照 表 計 上 額

7. 有 価 証 券

前中間連結会計期間末
（平成15年9月30日現在）

取得原価
中間連結貸借

差額
対照表計上額

金額 構成比

前中間連結会計期間

（百万円未満切捨）

前連結会計年度

金額 構成比

70.9
26.0
3.1

（百万円未満切捨）

9. 生 産 、 受 注 及 び 販 売 の 状 況

8. デ リ バ テ ィ ブ 取 引

165,319 358,008

452

231,914 192,689

前中間連結会計期間末

（平成15年9月30日現在）

358,008 192,689

618

前連結会計年度末

（平成16年3月31日現在）

88,574 165,319

（単位：千円  千円未満切捨）

連 結 貸 借

253,766

（単位：千円  千円未満切捨）
前連結会計年度末

差額
対照表計上額

（平成16年3月31日現在）

取得原価
連 結 貸 借

差額

88,574165,192 253,766

108,382 165,192

108,382

対照表計上額

区分

その他有価証券

123,532

231,914

計

株式 123,532

当中間連結会計期間末
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